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『お父さんの一言』
子供を連れた場所で、ある親子連れがいた。

男性と２人の女性、３才ほどの男の子、計４人連れだったが、ずっと動き廻って

いる男の子を見て、重度の障がいを持っているのはすぐにわかった。女性２人のど

ちらが男の子のお母さんなのか、私には一目了然だった。 もう疲労困憊していて

笑顔が全くない。その理由は、動き廻っている男の子の様子からハッキリとわかる

気がした。 片時も目が離せない毎日の育児は限界があるだろうと感じた。 当時、

私も３才と１才の子育て中だったので、そのお母さんの大変さを想像するだけで言

葉にならなかった。 私は子供を遊ばせながら、お母さんとは対称的な笑顔の明る

いお父さんに声をかけてみた。お互いの子供の年齢や他愛ない話をしていると、私

の近くに男の子が近寄ってきた。 お父さんともう一人の女性が「この子が、知ら

ない人に近寄っていくなんて」とその様子にとても驚いた。 話をしていくと、男

の子の障がいは後天的なものだと聞いた。そして、もう一人の女性はお母さんの姉

妹だった。

後天的な障がいも、ご両親のショックと受け入れるまでの辛さや苦しみは、私に

は計り知れないないものだろうと感じた 男の子が私に近寄ってくるのは、私が身

構えたり警戒心を一切持っていないからではないか、ごくごく普通の人に比べると

『受入れている』私を、男の子はちゃんと見抜いてわかっているからだろうと話し

た。 もちろん、私には自閉症の弟がいることを伝えた上での話である。自分の

きょうだいとしての立場を話さないと、聞く側にとっては何も説得力がないと思っ

たのと『ただ、偉そうに話す人』なんて思われたくないからだ(笑)

私がこの親子の事を前穂通信の原稿にした理由は、別れ際のお父さんの飾らない

一言と前向きな笑顔が、10年以上経った今でも忘れられないからである。 福祉や

障がい者と無縁の人がこの紙面を読んでくださってるなら、ほんの一瞬だけでもい

いので、この一言に集約されてるお父さんの想いに、何か感じてもらえたら・・と

思う。

「僕たちは普通に生きていきたいんです、街の中で普通に」

NPO法人いぶきに7月より入社しました大町正之です。

末永くゲスト様のお手伝いが出来ればと入社しました。ゲスト様の笑顔が私のエネルギー源です。声を掛けて

頂いた時は励みになります。私事ですが、多趣味で、今のブームはおっさんバンド結成中で満喫しています。

ベース担当で、リズムを狂わすのが得意です（笑）。宜しくお願い致します。

6月より月間予定表をお渡しする仕組みに変更し、3か月が経ちました。再度のお知らせになりますが、翌月のオー
ダーに関しましては、一旦、利用予定前月の20日までにオーダー連絡の程宜しくお願い致します。（配布予定期間25日
～翌9日）後日、追加や緊急、日程の変更も可能です。20日以降のオーダーの追加分や日程変更は、月間予定表に反映
できていない可能性もありますので、予定表をご確認頂き、ご家庭にて記入の程宜しくお願い致します。また、ご不明

な点等ございましたら事業所までご確認頂けます様宜しくお願い致します。
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